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兵庫県のゴルフ場における芝草のスジキリヨトウ，シパットガに対する

交信撹乱用性フェロモン剤の防除効果

河野 哲キ・藤富正昭判・広瀬敏晴紳

要約

兵庫県内のゴルフ場で，芝草害虫のスジキリヨトウとシパットガに対する交信撹乱用性フェロモン剤

の防除効果を検討した.スジキリヨトウに対しては，ゴルフ場の標高の違いによってフェロモン斉IJ設置

後3~4.5か丹間密度抑制効果が持続し、処理区のラフの被害は無処理甚のわずか5.4% と少なかった.

シパットガに対する効果は，いずれのゴルフ場でも，約 5~6 か月間の長期に及び，処理区ではグリー

ンの被害は見られなかった.
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緒言

ゴルフ場の芝草への農薬使用が社会的な問題になり，

病害虫，雑草の効率的防徐法，あるいは，有機会成農薬

以外の賄徐法など減農薬化防除技術の開発が強く求めら

れている.兵庫県では， 1991年よりこの研究に取り組み，

シパオサゾウムシのゴルフ場における発生推移と天敵線

虫による防除7)並びに芝草の鱗盟百害虫とコガネムシ類

の発生消長5，6)を明らかにした.さらに，気温等から発

生時期を予測する動態シミュレーションモデルを作成し，

芝草鱗趨日害虫の発生時期を高い精度で予測できること

を実証する 3)とともに，ピットフォー jレトラップによる

シパオサゾウムシの捕獲虫数と秋季の芝草被害との関

イ系2)を明らかにしてきた.

しかしながら，芝草の重要害虫であるスジキリヨトウ

とシパットガは，今なお薬部散布による妨除が中心であ

り，減農薬化を一層推進するためには，薬剤散布以外の

新たな防除対策が必要で、ある.そこで，芝草の管理者に

も，環境にも優しい性フェロモン剤による紡除効果を検

討したのでその結巣の概要を報告する.

なお，本研究を実施するに当たり，試験場所の提供と

調査にご協力いただいたゴルフ場の関係者並びにフェロ

モン離の設龍にご協力頂いたサンケイ化学(株)の担当者に

謝意を表する.
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材料及び方法

l 試験場所及び実施時期:1998年は上郡町の青木功 G.

C. (標高330m)で5月20日から10月1613まで， 1999年は

加西市のアオノ運動公苑G.C.(標高139m)で4f]26日

から10月2513まで調査を実施した.

2 対象害虫及び供試フェロモン剤:スジキ 1)ヨトウ，

シパットガを対象とした交信撹乱用フェロモン剤ブル

ウエlレア・ロウカルア剤(商品名:コンブユーザーG，

有効成分:ブルウェルア (z)“11-ヘキサデセナール

32.0%， (Z)-9-ヘキサデカナール1.5%，ロウカルア (z)ー

仏テトラデセニjレ口アセタート30.0%，(Z，巳)-9，1乙テ

トラデカジエニJレ口アセタート7.0%)をイ共試した.

3 IR制及びフェロモン剤設置時期・方法:1998年は 5

月20日に 3コース (7.5ha)を対象にlOa当たり35mの割

合で， 1999年は 4月初日に 2コース (5.8ha)を対象に・

10a当たり30mの割合で，いずれも各コースの崩聞及び

立木にコンブユーザーGを含有する50m巻のコードタイ

プのディスペンサーを大半は電線状に，…部は 2m程度

-に切断して処理区内の立木に巻きつけて設置した.これ

以外のコースは無設龍とし，そのうち上郡町のゴルフ場

では 3コース，加西市のゴルフ場では lコースを選び、

無処理区とした.

4 調査方法:各コースのそれぞれグリーンの近くに設

置したモニター用フェロモントラップに誘引されるスジ

キリヨトウ及びシパットガの雄成虫数をl遇隠ごとに調

査した.なお，モニター用フェロモン剤は lか月ごとに

交換した.さらに，加西市のゴルフ場では， 1999年 9f]
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スジキリヨトウ

冊子

13日にスジキリヨトウ若齢幼虫によるラフの食害被害と

シパットガ幼虫によるグリーぞの被害調査を行った.
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関2 フェロモン斉日によるスジキリヨトウとシノTツトガ

の交信撹乱効果(加西市， 1999年)

表 l 交信撹乱用フェロモン剤によるスジキリヨトウ及

び、シパットガの芝草被害抑制効果(加西市， 1999年)。

無処理区

スジキリヨトウ
シパットガ

以上のことから，越冬世代成虫が出現する S月上旬ま

でにコース崩辺の植木や植え込みに張り渡して設寵すれ

ば，スジキリヨトウに対しては， 3 ~4.5か月期，シパ

ットガに対しては第2世代成虫の終患、期まで長期間密度

を抑制できることが実誌できた.ただ，スジキリヨトウ

に対しては，発生状況によっては 8月中旬頃にコース内

の立木や植え込みにフェロモン剤を追加設置するなど終

盤の効果切れに対する工夫が必要と思われた.

結果及び考察

スジキリヨトウとシパットガに対する交信撹乱用性

フェロモン剤の防除効果を図 1，2に示した.上郡町の

ゴ、ルフ場では，スジキリヨトウに対しては，設置後ほほ

3か月間密度抑制j効果が認められたが，その後約 2か月

間は無処理とほぼ間程度の発生最で推移した.加西市の

ゴルフ場では 9月中旬までの約4.5か月間効果が認め

られた.ゴルフ場でのフェロモン剤による交信撹乱効果

は，その立地条件によって異なり，小山の頭上付近では

効果が低下すると雷われているペ青木功 G.C.は標高が

高く，傾斜が念、なためにフェロモンデスペンサーから放

出される有効成分がコース外の下方に流出しやすいと考

えられた.また，ディスペンサー内のフェロモン量の放

出量は 4月下旬に設置した場合， 8 丹下旬~9 月以降に

減少傾向を示す報告があるしへこれらのことから，標

高の高い青木功 G.C.の方が標高の低いアオノ運動公苑

G.c.より早く効果が低下したと考えられた.

シパットガに対しては，上郡町と加西市のいずれのゴ

ルフ場でも調査期間中約 5~6 か丹にわたって努度を抑

制した.特に， 8月下旬までは，両ゴルフ場とも処理区

ではモエタートラッフ。への誘引がかなり少なかった.

1999年9月13日に行ったフェロモン剤によるスジキリ

ヨトウとシパットガの被害防止効果を 1表に示した.ス

ジキリヨトウ若齢幼虫による芝草の葉先の食害は，無処

理区が28葉ー/4m2に対して処理震が1.5葉/4m
2と少な

かった.シパットガによるグリーンの被害は無処理区で

わずかに認められたが処理思では見られなかった.
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28.0(100) 
0.5(100) 

処理区

1. 5(5.4) 
0.0(0.0) 

)内の数字は無処獲に対する比率を示す.

被害壌沼

被答業数/4m'(ラフ)
被害面積m'/グリーン

答虫
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国1 フエロモ.ン剤によるスジキ 1).ヨトウとシノTツトガ

の交信撹乱効果(上郡町， 1998年)

実線は処理毘，破線は無処理区(図 2とも)




